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む

〆

カ
ッ
コ
ィ
ィ
イ
カ
ス
あ
い
つ
は
胴
体
だ
け

ハ
ッ
キ
リ
と
シ
ャ
ベ
ル
そ
い
っ
は
頭
だ
け

手
は
な
に
を
握
っ
た
足
は
ど
こ
を
歩
い
た

反
証
は
ゲ
ラ
ゲ
ラ
笑
い

く
る
ま車
座
に
ひ
た
い
を
集
め

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ｉ
占
い
を
す
る

風
吹
か
れ
の
人
間
た
ち
よ

車
座
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守
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詩
十
絵
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恋しい冬の訪れ
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魁

幸
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”
鎚
一
聯
Ｉ
、
識
騨
癖
癖
》
識
癖
鍔
》
癖
》

Ｌ
宅

“
屋

49黙9＆
音
の
ハ
ｉ
モ
ニ
ー
は
、
七
色
の
光
に
包
ま
れ
る
。
照
ら
し
出
さ
れ
た
舞
塾
ロ

は
、
昇
り
つ
き
る
こ
と
の
な
い
音
と
光
の
表
現
で
あ
る
。
揺
れ
動
く
フ
リ
ル

と
、
絶
え
ま
な
い
リ
ズ
ム
の
躍
動
の
中
で
、
歌
う
キ
ュ
ー
テ
ィ
Ｑ
・

江
原
美
嘉
．
大
阪
松
竹
歌
』
劇
一
団
に
い
る
う
ち
に
、
な
ん
と
な
く
グ
ル
ー
プ

を
結
成
。
そ
れ
が
四
年
前
の
こ
と
で
、
名
付
け
親
が
永
六
輔
．

本
当
に
歌
が
好
き
な
の
ネ
。
結
婿
し
て
も
、
ま
た
集
ま
っ
て
歌
い
た
い
ワ
。

そ
れ
で
Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
に
も
力
を
入
れ
て
る
の
・
今
は
日
本
人
の
誰
も
が
歌
え

る
の
を
歌
い
た
い
。
そ
れ
も
ス
ロ
ー
な
。
ボ
サ
ノ
バ
調
を
．

御
影
出
身
。
東
京
で
下
宿
生
活
を
送
る
二
十
四
才
の
お
嬢
さ
ん
。
”
神
戸
は
、

帰
る
た
び
に
変
わ
っ
ち
ゃ
っ
て
、
と
驚
く
。
東
芝
レ
コ
ｉ
ド
所
属
。

神写
真
下
は
、
舞
台
で
の
キ
ュ
ー
テ
ィ
Ｑ
・
左
か
ら
二
人
目
が
江
原
美
嘉
さ
ん
。

写
真
左
は
、
プ
ラ
ン
・
ド
・
プ
ラ
ン
に
て
。

戸
つ
子
'６ｓＬ
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田崎真珠
本社・神戸市葺合区旗塚通６－９
三宮店・神戸新聞会館秀品店内
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弱
戸
っ
子
開
Ｉ
須
永
克
萱
豊
山

”
４
蒋
峰
伊
平
間

『
‐
も
・
罰
魁
墜
睡

吋
Ｉ

Ｌ

翁

出
扇
陛

：
謝
り

吟
宮
■

ア
セ
ン
ズ
公
の
森
は
幻
想
の
世
界
。
シ
ー
シ
ア
ス
の
宮
殿
は
道
化
の
舞
台
。

″
真
夏
の
夜
の
夢
〃
は
、
道
化
座
の
十
五
期
研
究
生
の
産
物
。

須
永
克
彦
。
二
十
九
才
。
職
人
ニ
ッ
ク
・
ボ
ト
ム
は
、
舞
台
を
縦
横
に
駆
け

る
。
爆
笑
。
四
紀
会
・
神
戸
小
劇
場
を
経
て
、
八
年
前
に
道
化
座
に
入
る
。
夏

目
俊
二
氏
の
推
奨
す
る
神
戸
新
劇
界
の
ホ
ー
プ
。
九
月
の
道
化
座
小
劇
場
公
演

サ
ル
ト
ル
の
〃
恭
し
き
娼
婦
″
で
は
、
典
型
的
な
ヤ
ン
キ
ー
を
、
軽
妙
な
リ
ズ

ム
感
の
語
り
で
、
観
客
を
魅
了
し
た
。

ｌ
ど
う
せ
、
二
枚
目
は
廻
っ
て
こ
な
い
し
。
〃
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
″
の
親
爺

の
よ
う
な
、
人
間
の
欲
が
ギ
ラ
ギ
ラ
と
に
じ
み
で
る
役
が
い
い
ネ
。

今
秋
、
兵
庫
県
新
劇
合
同
公
演
で
は
、
主
人
公
の
息
子
・
宮
田
竹
市
を
演
じ
る

，､齢

良一
簿 写

真
左
。
演
じ
終
っ
て
ほ
っ
と
ひ
と
息
。
写
真
下
・
児
童
文
化
会
館
〃
夏
の
夜
の
夢
″
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１蝋亨“
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畠、＄

ｌｇ
ＦＸＬ，

己

、

リ

理

函

１
鞠
蝋
‐

瀞
’

３
撫
・
鱈
弓
鴎
ゴ
ー
ｂ

一
噸
，
鼠
噸
劇
！
‘
１
，
１
篭
１
篭
・
蕊
卜
耀
祷
患
傭
，

鴎瀞
〈
道
化
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本態格派の・

人々に愛される

ヨシオカの靴

畷‘

店
散
店

戸
丸
京

神
大
東

愈
鼻

☆靴のオーダーメード

ヨニグオカ

渦

』
劃

和

両

贈 りものにヨシオカの

ギフトカードを

ぜひご利用ください

８，５００円～１５，ＯＯＯ区} まてﾞ

里,亀

東慧百貨麿首本繍二淵烹｛
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君
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？く

←
ある集い

淡々会

Ｉ
Ｌ

↑氏

“ず穴戸、

７１

４ざ

Ｎ，I′勝
弘

令
万

「
こ
れ
は
立
杭
焼
．
ま
あ
最
低
三
千
円

で
す
ナ
。
さ
あ
、
ど
な
た
か
い
か
が
？
」

と
、
淡
々
会
の
お
楽
し
み
セ
リ
市
が
始

ま
っ
た
。
「
五
千
円
ノ
．
」
「
六
千
円
／
」

入
札
す
る
淡
々
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
自

動
車
と
タ
ク
シ
ー
業
界
の
社
長
さ
ん
た

ち
、
二
十
四
名
の
サ
ム
ラ
イ
揃
い
。

昭
和
三
十
九
年
に
（
兵
協
、
、
神
協
と

二
つ
の
タ
ク
シ
ー
業
界
の
グ
ル
ー
プ
が

あ
っ
た
が
、
商
売
の
話
を
ぬ
き
に
し
て
、

日
頃
縁
の
う
す
い
、
文
化
的
な
集
い
を

持
っ
て
淡
々
と
や
ろ
う
で
は
な
い
か
）

と
、
兵
庫
日
産
自
動
車
の
中
巻
氏
が
音

頭
を
と
り
、
毎
月
一
度
顔
を
あ
わ
せ
る

こ
と
に
な
っ
た
も
の
。
以
来
四
年
間
、

講
師
を
ま
ね
い
て
の
勉
強
会
、
美
術
館

観
賞
、
古
美
術
研
究
な
ど
を
、
お
互
い

の
親
睦
を
か
ね
て
つ
づ
け
て
き
た
わ
け

で
あ
る
。

今
月
は
、
神
戸
新
聞
論
説
委
員
の
梶

真
澄
氏
に
「
最
近
の
世
界
あ
れ
こ
れ
」

か
ら
、
チ
ェ
コ
問
題
、
学
生
問
題
ま
た

架
橋
問
題
ま
で
話
題
が
広
が
っ
た
．
熱

心
な
質
疑
応
答
の
あ
と
で
、
食
事
、
そ

し
て
お
楽
し
み
セ
リ
市
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
．

出
席
率
が
非
常
に
高
く
、
月
に
一
度
の

淡
々
会
は
、
会
長
さ
ん
も
幹
事
さ
ん
も

な
く
、
皆
が
同
一
と
い
う
、
リ
ラ
ッ
ク

ス
な
集
い
な
の
で
あ
る
．

☆
写
真
は
、
前
列
左
か
ら
玉
岡
英
一
、
河
野
繁
、

岡
田
喜
太
郎
代
理
山
田
、
植
林
喜
造
、
枝
松
義

男
、
中
巻
弘
、
梶
真
澄
、
椋
本
四
郎
、
松
本
昇
、

植
田
二
郎
、
後
列
左
か
ら
安
広
幸
一
、
山
本
正
、

蔵
野
恵
造
、
谷
崎
義
光
、
志
方
米
吉
、
永
田
政

市
、
橘
末
一
、
中
川
只
昭
、
中
村
峰
雄
、
田
畑

春
三
郎
（
欠
席
者
・
森
川
正
則
、
谷
水
一
二
、

二
木
義
雄
、
石
倉
正
直
）
本
文
十
八
頁
参
照
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１，錘Ｉ

ーｄ咽β' 』騨呼型" 上序詞, 暦毒町…, q 恋, 胃塀4 ．

冒；

鯵詞
蝋
：
識
膳

写真上・小林陸一郎く降りて来たアルワン・
ノチウ＞

擁ａ7

戸

…匿燕感轄苧診曇！･･･１，．
屯鵬 ･ ｰ ご

Ｘｉ尋
裡

理

． ･ 砂替 ｡ｂｌｉ

‘…字簾墨……曾織隙

し君
』
認
醒
唾
癒
＃

伊
封
’
１
州
・
』

銀壷

噴
水
が
幻
想
的
に
満
月
に
映
え
る
。
須
磨

離
宮
公
園
は
都
会
の
オ
ア
シ
ス
だ
．

十
月
一
日
。
離
宮
公
園
の
森
と
滝
か
ら
、

銘
年
コ
ウ
ベ
・
ビ
ェ
ン
ナ
ー
レ
が
開
幕
し
た

光
と
彫
刻
・
風
と
彫
刻
・
水
と
彫
刻
の
テ

ー
マ
で
の
現
代
野
外
彫
刻
展
。
く
り
ひ
ろ
げ

ら
れ
る
芸
術
は
、
現
代
日
本
の
新
進
気
鋭
の

招
待
作
家
記
名
の
イ
メ
ー
ジ
．
風
車
に
あ
た

る
風
、
浮
か
ぶ
水
上
の
造
型
、
夜
空
を
彩
ど

る
光
の
点
と
線
。
造
型
の
厳
し
さ
が
感
動
的

神
戸
市
・
日
本
美
術
館
企
画
協
議
会
・
朝

日
新
聞
雷
社
の
主
催
。
十
月
四
日
の
審
査
の
結

果
、
大
賞
・
神
戸
市
長
賞
に
は
飯
田
善
国
氏
の

冨
胃
○
副
自
警
の
。
自
切
可
宮
島
。
ロ
に
決
定
・
会

期
は
十
一
月
十
日
ま
で
、
会
期
，
中
は
夜
間
開
園

写
真
上
・
右
か
ら
尾
川
宏
、
村
岡
三
郎
、
広
井
力
氏
の
作
品

左
・
河
口
竜
夫
〈
四
色
の
球
体
〉

下
・
手
前
、
新
宮
晋
〈
デ
ュ
エ
ッ
ト
〉
奥
、
伊
藤
隆
道

〈
光
の
点
〉

ｊ

Ｆ

秋
を
彩
ど

コ
向
ノ
ベ
。

ｺ ﾆ ﾓ 守両一

里¥ 編ｐ , ＝ 4 匹一一 - , 曲 . 竺舗呂
炉

一一一＝＝

凸▼毎津

ビ
ェ
ン
ナ
ー

る
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ソ
美しくはなやぐパールの輝き

‘Ｉ

言蝿
濁声＆

＊胡暁子デザイン作品＊

村田＊真珠／銀座山岡＊毛皮／舶来婦人服飾

Ｑ
さんちか＊レデイスタウン・ＴＥＬ3 9 - 3 8 8 6 ～７

有限会社。タイグレス
神戸店。神戸市生田区山本通り４－９７村田真珠本社内ＴＥＬ( 0 7 8 ) 2 3 - 1 2 1 2 ～６
東京店・東京都中央区銀座８－２山岡毛皮店内ＴＥＬ( 0 3 ) 5 7 2 - 0 0 2 1 ～２
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こ
れ
は
神
戸
を
愛
す
る
人
々
の
手
帖
で
す

あ
な
た
の
く
ら
し
に
楽
し
い
夢
を
お
く
る

神
戸
を
訪
れ
る
人
々
に
は
や
さ
し
い
道
し
る
べ

こ
れ
は
神
戸
っ
子
の
手
帖
で
す

表
紙
ｌ
小
磯
良
平

１
ｍ
の
８
口
ｇ
ｏ
ｏ
ぐ
９
／
津
高
和
一

３
神
戸
っ
子
》
＄
／
撮
影
ｌ
奈
良
勝
彦

①
江
原
美
嘉
。
②
須
永
克
彦

７
あ
る
集
い
／
淡
々
会

９
コ
ウ
ベ
・
ス
ナ
ッ
プ
／
秋
を
彩
る
コ
ウ
ベ
・
ピ
エ
ン
ナ

咽
わ
た
し
の
意
見
／
山
口
秀
男

亜
随
想
三
題
／
日
本
青
年
彫
刻
家
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告

・
山
口
牧
生
／
ロ
ン
ド
ン
だ
よ
り
・
小
川
淳
子
／
今

日
の
詩
祭
・
君
本
昌
久

超
あ
る
集
い
／
そ
の
足
あ
と
／
淡
々
会

型
随
想
／
田
辺
聖
子

詔
随
想
／
田
中
健
一
郎

弱
れ
ふ
さ
い
随
想
・
詞
○
○
画
目
、
。
冨
岸
ぐ
／
十
河
厳

ジ
ン
ギ
ス
カ
ン
鍋
は
な
ぜ
流
行
る

”
天
才
画
家
佐
伯
祐
三
を
語
る

阪
本
勝
／
伊
藤
慶
之
助

調
経
済
ポ
ケ
ッ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル

“
神
戸
の
ア
ー
パ
ン
デ
ザ
イ
ン
／
水
谷
頴
介
＋

神
戸
の
モ
ダ
ー
ン
リ
ビ
ン
グ
／
チ
ー
ム
Ｕ
Ｒ

盤
技
術
ジ
ャ
ー
ナ
ル
／
諸
岡
博
熊

妬
マ
ン
ガ
／
プ
レ
ゼ
ン
ト
四
岡
田
淳

妬
ｇ
ｚ
国
富
シ
⑳
／
淀
川
長
治

盤
動
物
園
飼
育
日
記
⑳
／
亀
井
一
成

認
百
店
会
だ
よ
り

墨
読
者
サ
ロ
ン
／
大
西
信
義

記
こ
う
べ
元
町
一
○
○
年
グ
ラ
フ

沼
座
談
会
・
神
戸
は
し
ゃ
く
く
り
万
才
の
風
土

夢
路
い
と
し
。
喜
味
こ
い
し
＋
織
田
正
吉

配
元
町
一
○
○
年
物
語
（
１
）

妬
神
戸
遊
戯
誌
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
／
青
木
重
雄

卵
マ
ダ
ム
・
ド
・
コ
ウ
ペ
⑩
吉
岡
康
栄
さ
ん
／
竹
田
洋

卯
リ
ラ
ッ
ク
ス
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
⑪
／
向
井
修
二

％
ボ
ケ
が
．
ト
ジ
ャ
ー
ナ
ル
・
花
時
計

皿
連
載
物
語
第
十
四
回
・
非
悪
童
物
語
／
足
立
巻
一

ｍ
連
載
小
説
／
兵
庫
の
女
八
三
十
三
回
Ｖ
武
田
繁
太
郎

妬
弔
○
閃
弓
Ｆ
○
○
炭
／
福
富
芳
美

１ｍ
こ
う
べ
ろ
ま
ん
⑪
／
文
・
陳
舜
臣
／
カ
メ
ラ
・
緒
方

方
メ
ラ
／
米
田
定
蔵
／
奈
良
勝
彦

レ
イ
ア
ウ
ト
・
カ
ッ
ト
／
港
野
千
穂

●
ｎ
月
号
目
次

W１１ｘＷ
ｌｌＩｌ
ｍＭ
Ｍ４１

太
郎

｜

“gＬ－

鍵棚

け
を

＝

綴
1１

蝋 脳殿1脚’
§此'

屯

琶覇

●
■
③
町
■
伊

砥.

鍵識; 蕊一劉塗璽雪

i藷Ｉ ）
一

三雲
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世界の人々に愛される
キタムラパール

北村真珠株式会社
神戸：元町店ＴＥＬ⑬ｏｏ７２
東京：スキヤ橋店ＴＥＬ< 5 7 1 > 8 0 3 2ス

晴れの日の晴れの日の

ウエウエ
⑪⑪

ｸﾞｹｰ菱ｸﾞｹｰ菱

北欧の銘菓

ユージＬイムコンフェク卜
北欧の銘菓

ユージＬイムコンフェク卜
本社･ 工塙及熊内店/ 神戸市聾合区熊内町１（市立美術館東隣）ＴＥＬ2 2 - 1 1 6 4
三宮センター店/神戸三宮センター街(洋菓子･喫茶･パーラー）ＴＥＬ８３－２４２１
生田店/ 神戸三宮生田筋( 階上喫茶室）ＴＥＬ3 3 - 7 3 4 3 ．Ｏ１５６
さんちか店/ 神戸三宮地下街スイーツタウンＴＥＬ3 9 - 3 5 5 8

本社･ 工塙及熊内店/ 神戸市聾合区熊内町１（市立美術館東隣）ＴＥＬ2 2 - 1 1 6 4
三宮センター店/神戸三宮センター街(洋菓子･喫茶･パーラー）ＴＥＬ８３－２４２１
生田店/ 神戸三宮生田筋( 階上喫茶室）ＴＥＬ3 3 - 7 3 4 3 ．Ｏ１５６
さんちか店/ 神戸三宮地下街スイーツタウンＴＥＬ3 9 - 3 5 5 8
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町全体が
一つの芸術作品に

山口秀男
く朝日新聞神戸支局長＞

1３

Ｃ
Ｍ
ソ
ン
グ
で
は
な
い
が
、
大
き
い
こ
と
は
、
い
い
こ
と
だ
。

小
さ
い
の
も
い
い
だ
ろ
う
が
、
小
さ
く
て
、
つ
ま
ら
な
い
の
で
は

な
お
つ
ま
ら
な
い
。
何
か
に
つ
け
て
、
箱
庭
か
ら
の
脱
出
が
大
切

な
ん
だ
な
。
天
下
泰
平
の
ぬ
る
ま
湯
の
中
で
は
、
危
機
感
の
は
け

場
も
な
い
。
そ
こ
で
、
い
た
ず
ら
に
刺
戟
的
で
、
や
か
ま
し
い
も

の
だ
け
が
流
行
す
る
。
人
間
疎
外
を
、
そ
の
中
で
つ
か
の
間
で
も

忘
れ
よ
う
と
す
る
。
と
き
に
は
ア
ン
グ
ラ
も
い
い
が
、
だ
か
ら
こ

そ
も
っ
と
大
ら
か
で
自
然
と
調
和
、
共
存
し
た
も
の
が
ほ
し
い
。

太
陽
が
ほ
し
い
。

い
や
な
も
の
が
一
つ
あ
る
。
押
し
つ
け
だ
。
身
近
な
こ
と
で
は

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
。
店
に
入
る
。
「
ど
れ
に
し
ま
し
ょ
う
」
「
お
予
算

は
い
く
ら
く
ら
い
の
と
こ
で
：
…
・
」
Ｉ
と
た
ん
に
買
う
の
が
い
や

に
な
る
。
夏
、
海
に
行
く
。
店
先
か
ら
、
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
最
大
限

に
あ
げ
て
、
わ
び
し
い
流
行
歌
な
ん
か
が
休
む
間
も
な
く
が
な
り

た
て
る
。
ほ
っ
と
い
て
く
れ
、
と
ど
な
り
た
く
も
な
る
。
コ
ウ
ベ

と
い
う
町
は
、
そ
う
し
た
押
し
つ
け
が
ま
し
さ
の
な
い
と
こ
ろ
が

魅
力
だ
っ
た
。
自
由
で
、
近
代
的
で
、
お
お
ら
か
で
…
…
そ
ん
な

も
の
を
守
っ
て
ゆ
き
た
い
な
。

須
磨
離
宮
公
園
の
現
代
野
外
彫
刻
展
は
、
こ
ん
な
願
い
を
幾
分

で
も
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
も
の
だ
と
思
う
。
海
と
緑
の
中
で
、
い

ろ
ん
な
作
品
が
、
い
ろ
ん
な
主
張
を
し
な
が
ら
、
無
理
も
な
く
自

然
の
中
に
息
を
し
て
い
る
。
観
客
は
、
好
き
な
と
き
に
、
好
き
な

形
で
、
好
き
な
よ
う
に
見
れ
ば
よ
い
。
不
思
議
に
心
安
ま
り
、
豊

か
に
な
っ
て
く
る
か
ら
妙
な
の
で
あ
る
。

近
ご
ろ
、
私
は
ま
た
、
一
つ
の
幻
想
に
と
り
つ
か
れ
る
。
雨
あ

が
り
、
空
気
の
切
れ
る
よ
う
な
、
た
そ
が
れ
に
、
市
章
山
の
て
つ

ぺ
ん
あ
た
り
で
舞
数
百
人
の
野
外
演
奏
会
を
や
れ
ば
、
素
晴
ら
し

い
だ
ろ
う
な
、
と
思
う
の
だ
。
ガ
ー
シ
ュ
イ
ン
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
・

イ
ン
・
ブ
ル
ー
。
ド
ビ
ュ
ッ
シ
ー
の
雲
も
い
い
。
遠
く
で
耳
を
す

ま
す
人
、
近
く
で
見
て
聞
く
人
。
一
瞬
、
時
は
停
止
し
て
思
索
の

人
と
な
る
。
ゴ
タ
ゴ
タ
と
飾
り
立
て
る
必
要
は
な
い
。
猿
真
似
を

す
る
こ
と
も
な
い
。
コ
ウ
ベ
は
、
町
全
体
が
一
つ
の
芸
術
作
品
に

な
れ
ば
よ
い
。
バ
ラ
バ
ラ
の
よ
う
で
ま
と
ま
っ
て
い
る
。
そ
ん
な

町
に
な
れ
ば
よ
い
。

の意見
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"新栗発売,，
拝
殿
唖
薄

霧驚議鍵

3 ３－２３４０３２－１２２７３９－３４７４２３－２３１２

1４

ヒロワや
画唾

ﾏ 面ｺ ﾜ ﾗ ﾘ ｾ託
凸
隅
●
‐
ず
再
Ａ

群

鴬
鰯

元町店三宮店さんちか店秀品店

■

F百・ﾖﾛｪ･爺

舜
謀

秋 の味覚を世界の銘菓でノ
多承眉

㎡
唖
淵
《

跨
簿
鍛
蕊

特 約店

③美田時計后
三宮店・さんちｶﾜ ｱ ﾝ ｼ ｰ ･ ﾀ ｳ ﾝ T E L 3 3 - 8 7 9 8
元町店・元町三丁目T E L 3 3 - 1 7 9 8
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随
想

三
題

一
九
六
八
年
、
七
月
十
五
日
か
ら
八

月
三
十
一
日
に
至
る
一
カ
月
半
、
香
川

県
小
豆
島
内
海
町
福
田
の
石
切
場
に
彫

刻
家
た
ち
の
ふ
る
う
ツ
チ
の
音
が
高
く

こ
だ
ま
し
て
い
た
。

日
本
青
年
彫
刻
家

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

報
告

山
口
牧
生

八
兵
庫
県
青
年
彫
刻
家
集
団
Ｖ

1５

性
別
、
年
令
、
経
歴
の
一
切
を
問
わ

ず
、
自
費
自
弁
で
、
制
作
過
程
そ
の
も

の
を
解
放
し
て
、
巨
石
に
い
ど
も
う
と

い
う
呼
び
か
け
に
応
じ
て
、
全
国
か
ら

三
十
九
名
の
彫
刻
家
が
参
集
し
た
。
北

は
秋
田
か
ら
南
は
宮
崎
ま
で
、
わ
が
兵

庫
県
か
ら
も
小
林
陸
一
郎
、
川
久
保
健

三
、
広
嶋
照
美
、
鹿
間
厚
次
郎
、
藤
本

敬
八
郎
、
小
川
睦
朗
、
大
垣
圭
介
、
井

原
良
忠
、
荒
木
高
子
、
山
口
牧
生
の
計

十
名
が
参
加
し
た
。

宿
舎
に
は
、
石
材
組
合
の
石
工
養
成

所
跡
大
広
間
や
部
落
集
会
所
を
提
供
し

て
も
ら
っ
て
ざ
こ
寝
し
た
。
食
事
は
飯

場
で
、
宿
泊
料
込
み
一
日
四
百
五
十
円

で
や
っ
て
も
ら
っ
た
。
文
字
ど
お
り
寝

食
を
共
に
し
た
一
カ
月
半
で
あ
っ
た
。

朝
は
日
の
出
前
四
時
半
頃
に
な
る
と

目
ざ
と
く
め
ざ
め
た
も
の
が
、
足
音
を

し
の
ば
せ
て
起
き
出
る
。
人
を
起
す
ま

い
と
の
配
慮
で
あ
る
が
、
気
配
を
感
じ

て
次
の
者
が
起
き
出
る
。
こ
う
し
て
六

時
す
ぎ
に
は
大
広
間
に
人
影
は
ま
ば
ら

に
な
る
。
ふ
と
め
ざ
め
て
自
分
が
た
っ

た
一
人
と
り
残
さ
れ
た
こ
と
を
知
る
と

き
、
重
い
わ
び
し
さ
が
お
そ
う
。
彼
は

翌
朝
こ
そ
一
番
手
た
ら
ん
こ
と
を
決
意

す
る
。
寝
し
ず
ま
っ
た
村
を
ぬ
け
出
て

ま
だ
手
も
と
の
暗
い
石
切
場
で
、
最
初

の
ツ
チ
の
音
一
発
を
ひ
び
か
せ
る
こ
と

に
は
、
人
知
れ
ぬ
痛
快
さ
が
あ
る
。

し
か
し
石
彫
と
い
う
も
の
は
、
多
少

の
上
手
下
手
は
あ
っ
て
も
、
あ
る
絶
対

的
な
労
働
量
を
強
い
る
も
の
で
あ
る
。

私
た
ち
が
朝
五
時
か
ら
仕
事
を
は
じ
め

て
、
日
盛
り
三
時
間
程
昼
寝
し
て
、
夕

方
七
時
す
ぎ
ま
で
、
労
働
基
準
法
に
ふ

れ
る
よ
う
な
仕
事
ぶ
り
を
し
た
の
は
、

決
し
て
見
栄
や
酔
狂
か
ら
で
は
な
く
、

一
日
仕
事
を
休
ん
だ
も
の
は
一
日
お
く

れ
を
と
る
、
石
彫
の
き
び
し
さ
に
ム
チ

う
た
れ
て
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

日
中
の
炎
暑
は
す
さ
ま
じ
い
も
の
で

あ
っ
た
。
石
切
場
の
石
全
体
が
焼
け
き

っ
て
、
そ
の
乱
反
射
の
中
で
石
を
刻
む

と
い
う
こ
と
は
、
苛
酷
な
こ
と
で
あ
っ

た
。
汗
は
滝
の
よ
う
に
流
れ
、
体
力
は

は
げ
し
く
消
耗
し
た
。
正
午
近
く
な
る

と
誰
い
う
と
も
な
く
、
「
無
駄
な
抵
抗

は
や
め
よ
」
と
声
か
け
合
っ
て
渓
流
へ

降
り
た
。
そ
こ
で
水
浴
し
て
汗
を
流
し

衣
類
を
洗
濯
し
た
。
水
は
澄
ん
で
、
冷

た
さ
が
体
の
芯
に
こ
た
え
た
。

八
月
十
二
日
、
大
ハ
ッ
パ
を
合
図
に

こ
の
渓
流
の
河
原
で
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
開
か
れ
た
。
現
場
の
人
、
部
落
の
人

ｌ
わ
れ
わ
れ
は
も
う
み
ん
な
と
ほ
ん

と
う
に
友
だ
ち
だ
っ
た
。
乾
杯
し
、
手

拍
子
う
っ
て
歌
い
、
抱
き
合
っ
て
踊
っ

た
。フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
境
に
、
ぼ
つ
ぼ

つ
作
品
を
完
成
し
て
引
き
上
げ
て
ゆ
く

人
た
ち
が
出
て
き
た
。
次
第
に
こ
だ
ま

す
る
ツ
チ
の
音
は
淋
し
く
な
っ
て
、
山

に
秋
の
気
配
は
濃
か
っ
た
。
夜
、
村
の

居
酒
屋
で
、
石
工
さ
ん
と
か
わ
す
話
も

し
め
や
か
に
な
っ
た
。
「
あ
ん
た
が
た

は
、
ほ
ん
に
よ
》
っ
シ
ン
ポ
ー
し
な
さ
っ
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て
き
た
の
だ
。
六
月
下
旬
か
ら
二
週
間

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
つ
に
分
か
れ
、
忠
臣

蔵
と
壷
坂
観
音
霊
験
記
、
釣
女
を
上
演

す
る
日
と
、
勧
進
帳
と
曽
根
崎
心
中
の

二
つ
を
上
演
す
る
日
と
が
あ
っ
た
。
私

は
後
者
の
方
を
み
た
。
友
達
が
切
符
を

一
一
７
１
ｊ
』
リ
。
う
一
一
一
二
、
し
、
ド
ー
ト
、

ロ
ン
ド
ン
の
七
月
は
青
い
空
、
あ
ふ

れ
る
太
陽
。
髪
の
毛
を
な
び
か
せ
て
歩

く
ミ
ニ
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
の
き
れ
い
な
足

を
し
た
女
の
．
た
ち
。
茶
色
の
ま
あ
る

い
大
き
な
サ
ン
グ
ラ
ス
を
か
け
て
、
手

に
し
た
袋
か
ら
さ
ぐ
ら
ん
ぼ
を
ヒ
ョ
イ

と
つ
ま
ん
で
口
に
入
れ
つ
つ
歩
い
て
い

く
彼
女
達
は
す
て
き
／
あ
あ
、
い
い

天
気
、
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
を
、
ハ
イ
ド
。

ロ
ン
ド
ン
だ
よ
り

小
川
淳
子

八
ジ
ェ
ト
ロ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
－
Ｖ

ロ
ン
ド
ン
だ
よ
り

小
川
淳
子

八
ジ
ェ
ト
ロ
・
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
－
Ｖ

ロ
ン
ド
ン
の
七
月
は
青
い
空
、
あ
ふ

れ
る
太
陽
。
髪
の
毛
を
な
び
か
せ
て
歩

、
一
・
↓
，
、
７
．
』
ず
し
、
馬
１
一
一

た
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
は
シ
ン
ポ
ー
ジ

ウ
ム
の
こ
と
じ
ゃ
ね
。
ま
た
来
年
も
来

な
さ
い
よ
。
」
す
べ
て
の
村
人
が
別
れ

を
惜
し
ん
で
く
れ
た
。

こ
う
し
て
八
月
三
十
一
日
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
終
っ
た
。
今
、
島
に
十
七
点
の

作
品
が
残
さ
れ
て
い
る
。
現
地
の
好
意

に
応
え
て
自
発
的
に
残
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
を
基
礎
に
し
て
、
小
豆
島

福
田
に
一
大
石
彫
公
園
を
作
ろ
う
と
い

う
話
が
す
す
め
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に

現
地
に
準
備
委
員
会
が
出
来
て
動
き
は

じ
め
て
い
る
。
瀬
戸
内
の
海
に
臨
む
一
扇

状
傾
斜
地
一
万
坪
が
そ
れ
で
あ
る
。
島

を
去
る
日
、
フ
ェ
リ
ー
の
甲
板
か
ら
こ

の
候
補
地
を
指
さ
す
僕
ら
の
眼
底
に
は

も
う
そ
こ
に
百
余
点
の
石
彫
群
が
白
く

輝
い
て
林
立
す
る
の
が
見
え
た
の
で
あ

っ
た
。

た
。
シ
ン
ポ
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シ
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日
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の
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指
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僕
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の
眼
底
に
は

も
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そ
こ
に
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点
の
石
彫
群
が
白
く

輝
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て
林
立
す
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の
が
見
え
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の
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て
き
た
の
だ
。
六
月
下
旬
か
ら
二
週
間

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
二
つ
に
分
か
れ
、
忠
臣

蔵
と
壷
坂
観
音
霊
験
記
、
釣
女
を
上
演

す
る
日
と
、
勧
進
帳
と
曽
根
崎
心
中
の

二
つ
を
上
演
す
る
日
と
が
あ
っ
た
。
私

は
後
者
の
方
を
み
た
。
友
達
が
切
符
を

二
カ
月
も
前
か
ら
手
に
入
れ
、
ぜ
ひ
、１

ジ
ュ
ン
コ
に
説
明
さ
せ
る
の
だ
と
は
り

き
っ
て
出
か
け
た
の
が
み
ん
な
で
五
人

実
際
、
は
じ
め
て
文
楽
を
観
る
の
に
、

そ
れ
が
ロ
ン
ド
ン
の
劇
場
と
は
何
と
も

奇
妙
な
気
持
。

イ
ギ
リ
ス
人
の
彼
等
に
は
、
言
葉
が

パ
ー
ク
の
芝
生
に
寝
こ
ろ
ん
で
食
べ
た

い
ナ
、
と
、
思
い
た
い
の
だ
が
、
こ
の

と
こ
ろ
し
ば
ら
く
夏
ら
し
い
日
が
ち
っ

と
も
な
い
の
で
あ
る
。
す
っ
か
り
冬
の

洋
服
を
か
た
ず
け
て
し
ま
っ
た
の
に
、

又
引
き
出
し
て
着
て
い
る
始
末
。
道
行

く
人
は
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
に
身
を
包
み

顔
を
し
か
め
て
天
気
の
悪
さ
を
な
げ
く

最
近
、
新
聞
の
文
化
欄
を
に
ぎ
わ
し

た
の
が
、
負
雪
○
幻
想
ロ
弓
国
画
跨
弓
固
詞

の
画
缶
の
○
弓
》
に
お
け
る
責
﹈
津
両
津
ｚ

ｍ
ｄ
ｚ
困
跨
風
ロ
ョ
シ
目
目
○
ｚ
缶
Ｆ
自
国
両

津
弓
国
詞
》
。
文
楽
が
イ
ギ
リ
ス
に
や
つ

パ
ー
ク
の
芝
生
に
寝
こ
ろ
ん
で
食
べ
た

い
ナ
、
と
、
思
い
た
い
の
だ
が
、
こ
の

と
こ
ろ
し
ば
ら
く
夏
ら
し
い
日
が
ち
っ

と
も
な
い
の
で
あ
る
。
す
っ
か
り
冬
の

洋
服
を
か
た
ず
け
て
し
ま
っ
た
の
に
、

又
引
き
出
し
て
着
て
い
る
始
末
。
道
行

く
人
は
オ
ー
バ
ー
コ
ー
ト
に
身
を
包
み

顔
を
し
か
め
て
天
気
の
悪
さ
を
な
げ
く

最
近
、
新
聞
の
文
化
欄
を
に
ぎ
わ
し

た
の
が
、
負
雪
○
幻
想
ロ
弓
国
画
跨
弓
固
詞

の
画
缶
の
○
弓
》
に
お
け
る
責
﹈
津
両
津
ｚ

ｍ
ｄ
ｚ
困
跨
風
ロ
ョ
シ
目
目
○
ｚ
缶
Ｆ
自
国
両

津
弓
国
詞
》
。
文
楽
が
イ
ギ
リ
ス
に
や
つ

1６

わ
か
ら
な
い
の
で
浄
瑠
璃
は
ひ
ど
く
お

か
し
く
聞
こ
え
る
ら
し
い
。
う
ら
声
を

使
っ
た
り
、
大
声
で
顔
を
赤
く
し
て
さ

け
ん
で
い
る
様
子
を
み
て
、
時
々
、
笑

い
を
こ
ら
え
た
り
、
び
っ
く
り
し
た
よ

う
な
顔
つ
き
に
な
る
。
幕
あ
い
に
外
に

出
る
。
員
旨
跨
詞
く
圃
伊
○
口
の
○
○
ｍ
目
ｑ

冒
固
．
す
ば
ら
し
い
衣
裳
〃
．
と
誰
も
が

い
っ
て
い
る
。

勧
進
帳
の
弁
慶
の
義
経
に
対
す
る
忠

誠
心
と
や
ら
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
騎
士
道

精
神
と
較
べ
て
み
て
、
と
う
て
い
彼
等

に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
に
し
て
も
、

こ
の
文
楽
は
大
変
受
け
た
よ
う
で
す
。

日
本
の
ト
ラ
デ
ィ
シ
ョ
ナ
ル
が
海
外
で

こ
ん
な
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
、
日
本
に
い
た
時
、
身
近
に

感
じ
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
、
日
本
を

離
れ
て
、
は
じ
め
て
し
み
じ
み
と
味
わ

う
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
な
気
も

し
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
に
住
ん
で
、
ま
た
た
く
ま

に
九
カ
月
た
ち
ま
し
た
。
今
、
週
二
回

の
カ
レ
ッ
ジ
（
夜
で
す
）
、
昼
間
は
ハ

イ
ド
・
パ
ー
ク
に
面
し
た
、
ロ
ン
ド
ン

で
一
番
高
級
な
オ
フ
ィ
ス
街
だ
と
さ
れ

て
い
る
勺
捧
雨
属
伊
缶
里
因
の
ビ
ル
の

中
で
﹈
両
目
”
○
に
属
す
る
イ
ン
フ
ォ
メ

ー
シ
ョ
ン
・
セ
ン
タ
ー
で
仕
事
を
し
て

い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
イ
ギ
リ
ス
人
家

族
か
ら
独
立
し
、
今
は
自
分
で
国
思
津
弓

（
ア
パ
ー
ト
の
こ
と
）
に
住
ん
で
い
ま

す
。 わ

か
ら
な
い
の
で
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璃
は
ひ
ど
く
お

か
し
く
聞
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え
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ら
し
い
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う
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で
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い
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、
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で
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て
も
、

こ
の
文
楽
は
大
変
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よ
う
で
す
。

日
本
の
ト
ラ
デ
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シ
ョ
ナ
ル
が
海
外
で

こ
ん
な
に
受
け
入
れ
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れ
た
こ
と
を
嬉

し
く
思
い
、
日
本
に
い
た
時
、
身
近
に

感
じ
て
い
な
か
っ
た
も
の
を
、
日
本
を

離
れ
て
、
は
じ
め
て
し
み
じ
み
と
味
わ

う
な
ん
て
、
ち
ょ
っ
と
お
か
し
な
気
も

し
ま
し
た
。

ロ
ン
ド
ン
に
住
ん
で
、
ま
た
た
く
ま

に
九
カ
月
た
ち
ま
し
た
。
今
、
週
二
回

の
カ
レ
ッ
ジ
（
夜
で
す
）
、
昼
間
は
ハ

イ
ド
・
パ
ー
ク
に
面
し
た
、
ロ
ン
ド
ン

で
一
番
高
級
な
オ
フ
ィ
ス
街
だ
と
さ
れ

て
い
る
勺
捧
雨
属
伊
缶
里
因
の
ビ
ル
の

ゴ
ー
・
・
『
訓
引
ｊ
，
一
一
コ
ー
コ
ョ
ー
，
ノ
，
雪
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君
本
昌
久

八
詩
人
・
市
民
同
友
会
事
務
局
長
Ｖ

今
日
の
詩
祭

神
戸
で
「
今
日
の
詩
祭
」
を
や
ろ
う

と
呼
び
か
け
た
の
は
蜘
妹
グ
ル
ー
プ
の

４
人
で
あ
っ
た
。
が
、
そ
の
プ
ロ
モ
ー

タ
ー
を
引
き
受
け
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
の
は
、
ボ
ク
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
、
六
年
前
、
「
七
月
の
詩
祭
」

を
蜘
妹
グ
ル
ー
プ
で
二
年
つ
づ
け
た
こ

と
が
あ
る
。
二
回
と
も
百
人
の
参
加
者

が
あ
っ
た
。
そ
の
と
き
の
詩
祭
は
、
個

人
詩
集
の
出
版
記
念
会
を
広
げ
、
ア
ト

ラ
ク
シ
ョ
ン
の
お
ま
け
を
そ
え
た
も
の

で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
、
ビ
ー
ル
を
の

ん
だ
り
、
お
に
ぎ
り
を
く
っ
た
り
す
る

こ
と
も
そ
の
お
ま
け
の
な
か
に
は
い
っ

て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
そ
れ
か
ら
六
年
、
詩
集

は
次
々
出
る
が
詩
祭
の
火
は
消
え
た
ま

ま
だ
。
し
か
し
、
〃
夢
よ
も
う
い
ち
ど
〃

と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

書
い
て
発
表
（
活
字
に
）
し
て
お
わ

り
と
い
う
、
詩
の
習
慣
か
ら
、
書
い
た

も
の
を
読
ん
だ
り
、
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
に
置
き
か
え
て
み
た
ら
ど
う
な
る
か

そ
の
有
力
な
ス
ピ
ー
カ
ー
で
あ
る
片
桐

ユ
ズ
ル
は
い
う
。
「
ぎ
り
ぎ
り
ま
で
意

味
の
重
荷
を
し
ょ
わ
さ
れ
た
結
晶
の
よ

う
な
詩
は
歌
に
な
ら
な
い
．
Ｉ
す
べ

て
の
ひ
と
が
、
仏
に
な
る
よ
う
に
、
す

べ
て
の
ひ
と
が
歌
い
手
で
あ
り
、
人
の

上
下
、
物
（
楽
器
）
の
上
下
、
才
不
才
、

巧
拙
な
ど
問
題
に
な
ら
ず
、
だ
れ
が
ど

の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
で
、
ど
ん
な
こ
と

を
う
た
っ
て
も
す
ば
ら
し
い
ｌ
そ
う

い
う
美
の
浄
土
を
め
ざ
し
て
フ
ォ
ー
ク

運
動
を
す
す
め
て
い
き
た
い
。
」

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
「
今
日
の
詩
祭
」

に
フ
ォ
ー
ク
運
動
の
火
種
を
つ
け
よ
う

と
い
う
の
で
は
な
い
。
が
、
現
代
詩
の

世
界
で
進
行
中
で
あ
る
「
読
む
」
「
歌

う
」
と
い
う
ク
ー
ル
な
状
況
を
知
ら
な

い
と
し
て
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
し
ま
う
わ

け
に
は
い
か
な
い
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
「
今
日
の
詩
祭
」
で
準
備

し
た
の
は
次
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
ず

沢
山
の
詩
の
書
き
手
に
詩
を
書
い
て
も

ら
う
。
そ
れ
を
「
今
日
の
詩
」
と
い
う

詩
集
に
ま
と
め
、
読
む
、
歌
う
と
い
う

自
作
自
演
を
し
て
も
ら
う
。
次
に
、
詩

の
書
き
手
Ⅱ
シ
ン
ガ
ー
・
ラ
イ
タ
ー
と

い
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
か
ら
、
詩
の

朗
読
に
つ
い
て
意
見
を
も
っ
て
い
る
詩

人
や
批
評
家
を
五
人
ほ
ど
に
し
ぼ
っ
て

自
由
に
し
ゃ
べ
っ
て
も
ら
う
。
三
つ
目

は
、
読
む
、
歌
う
と
い
う
こ
と
に
得
意

で
あ
る
ひ
と
か
ら
詩
の
実
演
を
し
て
も

ら
う
。
こ
れ
だ
け
の
こ
と
を
す
る
た
め

に
、
詩
祭
で
の
の
み
く
い
は
、
禁
欲
す

る
。さ

て
、
う
ま
く
い
く
だ
ろ
う
か
。
ダ

メ
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
そ
の
判
定
に
は

禁
欲
し
た
も
の
だ
け
詩
が
快
楽
に
な
っ

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
快
楽
で
あ

る
こ
と
に
は
読
む
、
歌
う
と
い
う
行
為

が
詩
祭
の
な
か
で
自
足
し
て
い
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
自
足
と
い
う

こ
と
は
、
上
半
身
だ
け
で
は
ダ
メ
で
、

下
半
身
が
反
射
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
広
辞
苑
に
よ
れ
ば
、
朗
読
と
は

声
高
ク
、
趣
ア
ル
ョ
ウ
ー
一
読
ミ
ア
ゲ
ル

方
法
ｌ
と
あ
る
が
、
こ
の
解
釈
で
や

れ
ば
下
半
身
は
反
射
し
な
い
だ
ろ
う
。

フ
ォ
ー
ク
の
女
王
、
Ｊ
・
バ
エ
ズ
の
九

枚
目
の
レ
コ
ー
ド
は
「
パ
プ
テ
ィ
ズ
ム

ー
わ
れ
ら
の
時
代
の
旅
」
で
あ
る
が

こ
こ
で
は
現
代
詩
を
読
ん
だ
り
歌
っ
た

り
し
て
い
て
も
、
広
辞
苑
の
朗
読
方
法

と
は
遥
か
に
違
っ
て
い
る
。
と
し
て
も

神
戸
で
の
詩
を
め
ぐ
る
動
き
の
な
か
に

は
、
詩
を
考
え
る
姿
は
あ
っ
て
も
、
詩

を
読
み
、
歌
い
、
楽
し
む
姿
は
見
当
ら

な
い
。戦

後
ま
も
な
く
「
歌
う
」
詩
か
ら

「
考
え
る
」
詩
へ
Ｉ
と
い
う
こ
と
が

マ
ジ
メ
に
探
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
が

「
今
日
の
詩
祭
」
は
そ
の
こ
と
を
置
き

か
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
む

し
ろ
「
考
え
る
詩
」
で
も
、
快
楽
で
き

る
と
い
う
こ
と
を
共
有
し
た
い
た
め
の

も
の
で
あ
る
に
す
ぎ
な
い
。

補
記
※
で
も
、
「
今
日
の
詩
祭
」
の
よ
う
に
大
が
か

り
な
形
を
と
ら
な
い
、
も
っ
と
小
人
数
に
よ
る
集
ま

り
で
、
詩
の
朗
読
を
す
る
習
慣
を
随
時
随
所
に
つ
く

っ
て
い
く
方
が
、
本
当
は
詩
の
快
楽
に
は
ふ
さ
わ
し

い
の
で
あ
ろ
う
、
と
お
も
う
。
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植
田
二
郎

（
淡
々
会
世
話
人
）

淡
々
会
は
、
た
ん
た
ん
か
い
と
読
む

名
附
け
親
は
、
兵
庫
日
産
自
動
車
の
中

巻
弘
副
社
長
で
あ
る
。

昭
和
三
十
九
年
。
そ
の
こ
ろ
神
戸
の

タ
ク
シ
ー
業
界
に
は
、
兵
協
と
神
協
と

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
っ
た
。
が
、
中

巻
氏
は
「
グ
ル
ー
プ
の
わ
く
を
は
ず
し

て
、
み
ん
な
淡
々
と
し
た
気
分
で
、
商

売
は
ぬ
き
に
し
て
、
日
頃
縁
の
薄
い
文

化
的
な
、
美
術
や
生
活
に
う
る
お
い
を

持
た
せ
る
勉
強
会
を
親
睦
を
か
ね
て
、

毎
月
一
回
開
き
、
集
ま
ろ
う
で
は
な
い

☆
あ
る
集
い
そ
の
足
あ
と

淡
々
会
に
つ
い
て

皆
真
剣
だ
。
年
に
一
度
は
遠
出
を
す
る

一
泊
で
名
古
屋
の
徳
川
美
術
館
や
、
香

住
の
応
挙
寺
へ
も
行
っ
た
。
ま
た
白
鶴

美
術
館
や
、
京
都
博
物
館
、
大
和
文
華

館
、
奈
良
博
物
館
な
ど
へ
出
か
け
て
、

美
術
品
に
親
し
む
。
会
員
も
そ
れ
ぞ
れ

刀
剣
、
矢
立
て
や
古
時
計
、
丹
波
焼
な

ど
陶
器
、
古
美
術
を
集
め
る
人
も
お
り

奈
良
朝
の
貴
金
属
を
て
が
け
て
は
商
売

人
は
だ
し
の
目
き
き
に
な
っ
た
人
も
あ

る
。
そ
し
て
お
互
い
に
知
ら
な
い
と
こ

ろ
を
教
え
あ
っ
て
勉
強
す
る
。
ち
ょ
っ

と
面
白
い
の
は
、
頼
母
子
講
を
つ
く
っ

て
い
て
、
美
術
品
を
買
う
と
き
の
お
金

や
、
一
泊
旅
行
の
お
金
に
あ
て
る
人
も

あ
り
、
こ
れ
が
ま
た
、
な
か
な
か
人
気
が

あ
る
の
で
あ
る
。
現
在
会
員
は
、
枝
松

義
男
（
文
化
タ
ク
シ
ー
）
玉
岡
英
一
（
明

交
タ
ク
シ
ー
）
橘
末
一
（
東
洋
タ
ク
シ

ー
）
蔵
野
恵
造
（
大
開
タ
ク
シ
ー
）
松
本

昇
（
み
な
と
タ
ク
シ
ー
）
河
野
繁
（
日

新
オ
ー
ト
）
椋
本
四
郎
（
宝
交
通
）
中

川
只
昭
（
神
栄
タ
ク
シ
ー
）
二
木
義
雄

（
安
全
タ
ク
シ
ー
）
岡
田
喜
太
郎
（
近

畿
タ
ク
シ
ー
）
志
方
米
吉
（
長
田
タ
ク

シ
ー
）
谷
崎
義
光
（
東
亜
タ
ク
シ
ー
）

植
林
喜
造
（
計
理
士
）
森
川
正
則
（
い

す
ず
自
動
車
）
中
巻
弘
・
植
田
二
郎
・

田
畑
春
三
郎
・
石
倉
正
直
（
兵
庫
日
産
）

村
田
数
雄
（
中
央
交
通
）
中
村
峰
雄
（
三

和
タ
ク
シ
ー
）
安
広
幸
一
（
御
影
タ
ク

シ
ー
）
谷
水
一
二
（
甲
南
タ
ク
シ
ー
）
山

本
正
（
親
和
タ
ク
シ
ー
）
永
田
政
市
（
加

古
川
ビ
ル
）
氏
な
ど
二
十
四
名
で
あ
る

か
」
と
い
う
粋
な
ア
イ
デ
ィ
ア
が
淡
々

会
の
ス
タ
ー
ト
に
な
っ
た
。

現
在
会
員
数
は
二
十
四
名
。
殆
ん
ど

自
動
車
販
売
と
タ
ク
シ
ー
業
界
に
た
ず

さ
わ
る
サ
ム
ラ
イ
ば
か
り
。
毎
月
の
企

画
は
会
員
の
希
望
を
と
り
入
れ
て
、
バ

ラ
エ
テ
ィ
の
あ
る
プ
ラ
ン
を
た
て
る
。

出
席
率
は
非
常
に
良
い
。
そ
れ
と
い
う

の
も
、
会
長
も
幹
事
も
な
く
、
み
ん
な

が
同
一
の
趣
味
で
結
ば
れ
た
、
大
変
に

気
楽
な
雰
囲
気
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。

最
近
の
例
会
を
ご
紹
介
し
よ
う
。
六

月
に
は
、
会
員
層
の
年
令
が
か
な
り
高

い
の
で
、
藤
田
労
災
病
院
長
を
講
師
に

ま
ね
い
て
「
こ
れ
か
ら
の
健
康
管
理
」

を
き
き
、
七
月
は
、
神
戸
市
企
画
局
調

査
部
副
主
幹
の
諸
岡
博
熊
氏
に
「
こ
れ

か
ら
の
神
戸
市
、
兵
庫
県
の
未
来
図
」

八
月
は
、
丹
波
焼
の
日
本
一
の
蒐
集
家

と
し
て
知
ら
れ
る
中
西
尚
古
堂
の
中
西

通
氏
に
、
壷
な
ど
作
品
を
持
っ
て
き
て

も
ら
っ
て
「
丹
波
焼
の
歴
史
」
を
き
い

た
。
そ
の
後
で
年
に
二
回
は
必
ず
や
る

お
楽
し
み
の
淡
々
会
セ
リ
市
を
開
く
。

こ
れ
は
会
員
の
親
睦
を
計
る
た
め
と
、

会
を
面
白
く
す
る
た
め
に
、
皆
が
そ
れ

ぞ
れ
作
品
を
持
ち
よ
り
最
低
価
格
だ
け

き
め
て
「
な
ん
ぼ
や
／
な
ん
ぼ
や
／
」

と
セ
リ
、
入
札
す
る
の
で
あ
る
。

今
月
は
、
神
戸
新
聞
の
論
説
委
員
梶

真
澄
氏
を
招
い
て
「
最
近
の
世
界
情
勢
」

を
話
し
て
頂
い
た
。
チ
ェ
コ
問
題
、
ス

チ
ュ
ー
デ
ン
ト
パ
ワ
ー
、
ま
た
明
石
架

橋
ま
で
、
質
疑
応
答
が
か
わ
さ
れ
て
、
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